
一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
五

年
）
六
月
九
日
に
「
高
山
祭

屋
台
」
二
十
三
台
が
重
要
有

形
民
俗
文
化
財
に
。
一
九
七

九
年
（
昭
和
五
四
年
）
二
月

三
日
に
「
高
山
祭
の
屋
台
行

事
」
が
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
た
。
同
じ
行

事
に
関
連
し
て
、
国
の
両
方

の
指
定
対
象
と
な
っ
て
い
る

も
の
は
日
本
全
国
で
五
例
の

み
で
、
そ
の
内
の
一
例
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
平
成
二
八
年

十
二
月
一
日
、
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
代
表
一
覧
の
記

載
（
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
登
録
）
が
決
定
し
た
。 

屋
台 

「
山
車
」
や
「
曳
山
」
の

こ
と
を
、
高
山
な
ど
中
部
地

方
の
一
部
で
は
「
屋
台
」
と

呼
ぶ
。
祭
の
屋
台
は
、
各
町

内
の
屋
台
蔵
に
保
管
さ
れ
て

い
る
。
高
山
市
内
を
歩
く
と
、 

      

客
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
屋
台
会
館
は
櫻
山
八
幡

神
社
の
境
内
に
あ
る
。
高
山

祭
屋
台
は
「
動
く
陽
明
門
」

と
も
呼
ば
れ
国
の
重
要
有
形

民
俗
文
化
財
で
あ
る
。 

神
楽
台(

か
ぐ
ら
た
い)

 

上
一
之
町
上
組
。 

古
く
か
ら
山
王
祭
の
神

楽
、
獅
子
舞
を
主
管
し
て
い

た
屋
台
。
構
造
は
、
屋
根
無

し
、
太
鼓
昇
降
、
四
輪
外
御

所
車
。
文
化
二
年
、
荷
車
形

か
ら
現
在
の
四
輪
形
の
屋
台

に
な
り
、そ
の
後
嘉
永
七
年
、

明
治
二
十
六
年
、
昭
和
五
十

年
、
平
成
七
年
に
修
理
が
行

わ
れ
て
い
る
。 

麒
麟
台(

き
り
ん
た
い)

 

上
一
之
町
下
組
。 

創
建
年
は
不
詳
。
天
明
四

年
（
一
七
八
四
年
）
の
火
災 

い
た
る
と
こ
ろ
で
正
面
に
大

き
な
扉
の
つ
い
た
白
壁
の
土

蔵
の
よ
う
な
建
物
を
見
か
け

る
。
祭
以
外
の
時
は
、
こ
の

屋
台
蔵
で
大
切
に
保
管
さ
れ

る
。
祭
の
際
は
屋
台
蔵
か
ら

引
き
出
さ
れ
、
神
社
前
な
ど

に
引
き
揃
え
ら
れ
る
。 

      

な
お
装
飾
が
施
さ
れ
た
貴
重

な
文
化
財
で
あ
る
た
め
、
雨

天
及
び
降
雨
が
予
想
さ
れ
る

場
合
に
は
引
き
揃
え
は
行
わ

れ
ず
各
屋
台
蔵
で
待
機
と
な

る
。
秋
の
八
幡
祭
の
屋
台
は

交
代
で
屋
台
会
館
に
移
さ

れ
、
祭
の
期
間
以
外
は
一
般 

 
葵
友
の
会 広

報
コ
ー
ナ
ー 

太
平
洋
側
、
特
に
関
東
地
方

は
カ
ラ
カ
ラ
で
火
事
が
多
い

し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
大

流
行
だ
。 

日
本
が
寒
波
に
襲
わ
れ
る

年
は
米
国
東
部
も
寒
く
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
零
下
二
十
五

度
を
下
回
っ
た
と
か
い
う
ニ

ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。

異
常
気
象
は
世
界
中
で
、
例

年
寒
い
所
が
今
年
は
温
か
く
、

温
か
い
所
が
寒
い
と
い
う
逆

転
現
象
が
起
き
て
い
る
と
か
。 

寒
い
と
心
ま
で
凍
る
の
か

不
祥
事
も
多
い
。
こ
こ
の
と

こ
ろ
撲
界
の
不
祥
事
が
マ
ス

コ
ミ
を
騒
が
せ
て
い
る
が
、

初
場
所
は
と
う
と
う
三
役
立

行
司
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
カ
ヌ
ー
の
選
手
が
ラ 

イ
バ
ル
選
手
の
飲
物
に
禁
止

薬
物
を
混
入
し
た
り
、
嫌
が 

◆
編
集
委
員
会
よ
り 

「
あ
お
い
通
信
」
は
皆
様

か
ら
の
原
稿
を
募
集
し
て

い
ま
す
。 

係
員
・
飯
島 

第１５３号 平成３０年２月１日 

リハビリテーション 
デイサービス葵・編集委員会 
練馬区東大泉３－１７－５ 

カトウビル３Ｆ 
電話 ０３－３９７８－０９１９ 

ら
せ
を
し
た
と
か
。
ス
ポ
ー

ツ
の
フ
ェ
ア
精
神
は
消
え
て

し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

昨
年
の
大
相
撲
九
州
場
所

で
、
横
綱
白
鵬
が
優
勝
し
た

後
、
土
俵
脇
で
演
説
と
万
歳

を
し
て
、
横
綱
の
品
格
に
も

と
る
と
批
判
さ
れ
た
。
白
鵬

が
「
横
綱
の
品
格
と
は
勝
つ

こ
と
」
だ
と
言
っ
た
と
か
言

わ
な
か
っ
た
と
か
。
日
本
人

は
元
々
精
神
性
の
高
い
こ
と

を
尊
び
、
金
を
汚
い
も
の
と

考
え
る
が
、
外
国
の
人
に
は

通
じ
な
い
。
強
く
て
権
力
の

あ
る
人
が
偉
い
の
だ
。 

今
年
が
ど
ん
な
年
か
予
測

も
つ
か
な
い
が
、
北
朝
鮮
は

ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
・
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
参
加
し
て
い
る
間
、

ミ
サ
イ
ル
は
飛
ば
さ
な
い
だ

ろ
う
。 

 
(

や
ぶ
に
ら
み
） 

 

東 

西 
 

南 

北 

あおい 通信 第 153 号 

１
月
の
報
告 

１
９
日
（
金
）
７
名
の
参
加
。

「
バ
ン
バ
ン
」
に
て
。 

１
９
日
（
金
）
初
詣
日
帰
り

バ
ス
旅
行
。
ス
タ
ッ
フ
を

含
め
て
、２
１
名
の
参
加
。 

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

「
な
だ
万
」
で
懐
石
弁
当

の
昼
食
の
後
、
日
枝
神
社

で
初
詣
。 

       

２
月
の
予
定 

１
６
日
（
金
）
カ
ラ
オ
ケ 

 

３
月
に
は
、
総
会
が
あ
り 

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
（
事
務
局
長
） 

究
技
術
研
究
所(

京
都
府)

が

成
功
し
た
と
い
う
。
男
性
３

人
の
寝
入
り
ば
な
を
起
こ
す

こ
と
２
０
０
回
以
上
繰
り
返

し
、
夢
の
内
容
と
脳
の
活
動

(

血
流
の
変
化)

を
記
録
し

た
。
「
女
性
」
や
「
本
」
な

ど
十
五
項
目
は
脳
活
動
の
パ

タ
ー
ン
が
と
く
に
識
別
し
や

す
い
よ
う
で
、
夢
に
で
て
き

た
か
ど
う
か
を
７
割
以
上
の

確
率
で
当
て
る
こ
と
が
で 

き
た
と
い
う
。
本
人
が
意
識

し
て
な
い
深
層
心
理
が
解
き

明
か
せ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

心
の
病
気
の
治
療
に
役
立
つ

可
能
性
も
あ
る
と
聞
く
。 

「
み
て
み
い
、
脳
は
正
直

や
。
あ
ん
た
、
一
晩
に
十
八

ぺ
ん
も
女
の
夢
み
と
る
や
な

い
か
い
！
」
落
語
の
亭
主
・

喜
や
ん
、
危
う
し
。 

 
 
 
 

ヨ
ッ
チ
ャ
ン 

  

日
本
の
祭
り 

「高
山
祭
の
屋
台
行
事
」 

世
界
遺
産
め
ぐ
り
最
終
章
（
文
化
遺
産
） 

 

  

談 

話 

室 

高
山
祭
は
、

岐
阜
県
高
山
市

で
毎
年
開
催
さ

れ
る
、
四
月
十
四

～
十
五
日
の
日

枝
神
社
例
祭
「
春

の
山
王
祭
」
と
十

月
九
～
十
日
の

櫻
山
八
幡
宮
例

「
秋
の
八
幡
祭
」

の
総
称
で
あ
る
。 

京
都
市
の
祇

園
祭
、
埼
玉
県
秩

父
市
の
秩
父
夜

祭
と
並
ん
で
日

本
三
大
曳
山
祭
、

日
本
三
大
美
祭

と
さ
れ
る
。 

平
成
三
十
年
も
早
ひ
と
月

が
過
ぎ
、
平
成
も
残
す
と
こ

ろ
一
年
と
三
ケ
月
に
な
り
、

何
と
な
し
に
心
寂
し
い
が
、

心
な
し
か
、
新
年
の
参
賀
で

の
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
は
晴

れ
や
か
な
ご
様
子
に
お
見
受

け
し
た
。 

昨
年
は
「
火
が
金
を
溶
か

す
」
相
克
の
年
の
せ
い
か
、

実
に
騒
が
し
い
こ
と
が
多
か

っ
た
。
今
年
は
「
犬
笑
う
」

と
か
で
年
初
の
相
場
も
高
値

で
始
ま
っ
た
の
で
、
い
い
年

に
な
る
か
と
思
い
き
や
、
北

海
道
や
日
本
海
側
は
弾
低
気

圧
に
よ
る
暴
風
雪
で
大
荒
れ

に
、
積
雪
も
例
年
の
数
倍
で

雪
か
き
が
追
い
付
か
な
い
。 

夢
ま
で
解
析
無
用 

夢
で
も
見
て
い
る
の
か
、

眠
っ
て
い
る
亭
主
が
ニ
タ
ー

と
笑
う
。
女
房
が
起
こ
し
ど

ん
な
夢
を
見
て
い
た
の
か
尋

ね
た
。
「
夢
な
ん
か
み
て
へ

ん
」
「
ほ
な
、
あ
ん
た
、
わ

た
い
に
言
え
へ
ん
よ
う
な
夢

み
て
た
ん
か
」
町
内
の
連
中

も
知
り
た
が
る
。
お
奉
行
さ

ま
も
知
り
た
が
る
。
「
重
い

拷
問
に
か
け
て
で
も
口
を
わ

ら
せ
る
ぞ
」
と
、
夢
の
中
身

を
明
か
す
よ
う
に
迫
ら
れ

て
・
・
落
語
『
天
狗
裁
き
』

の
女
房
は
、
食
い
つ
く
よ
う

に
記
事
を
読
ん
だ
こ
と
だ
ろ

う
。
睡
眠
中
の
脳
の
動
か
ら

夢
の
内
容
を
推
定
す
る
事
に
、

国
際
電
気
通
信
基
礎
研 

     

 

、 

   
 

 

葵
通
信
―1

0
0

号
記
念 

ド
ラ
ゴ
ン 

 

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 

葵
通
信1

0
0

号
記
念 

ド
ラ
ゴ
ン 

 

で
一
度
焼
け
、
文
化
三
年
（
一

八
〇
六
年
）
に
再
建
。
再
建

当
時
は
「
鉄
輪(

か
ん
な
わ)

」

の
名
で
知
ら
れ
て
い
た
。
そ

の
後
「
よ
し
の
静(

し
ず
か)

」

に
改
名
し
、
さ
ら
に
そ
の
後

「
麒
麟
台
」
に
な
る
。
豪
華
な

外
見
で
、
台
名
の
示
す
通
り
、

屋
根
飾
り
と
し
て
一
対
の
麒

麟
を
乗
せ
、
中
段
、
上
段
の

木
鼻
に
も
麒
麟
の
彫
刻
が
あ

る
。
下
段
の
彫
刻
は
、
谷
口

与
鹿
作
「
唐
子
群
遊
彫
刻
」

屋
台
彫
刻
中
の
逸
品
で
あ
る
。 

夏
バ
テ
な
ら
ぬ
秋
バ
テ
に

注
意 

 

看
護
師
・
千
葉
え
り
子 

屋台 

夏
バ
テ
な
ら
ぬ
秋
バ
テ
に

注
意 

師
・
千
葉
え
り
子 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9C%9F%E8%94%B5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9C%9F%E8%94%B5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9C%9F%E8%94%B5


 

 

人
生
八
十
八
才
を 

振
り
返
っ
て 

麻
生
伊
登
子 

    

葵
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
書
道

作
品
展
示
に
、「
温
故
」
の
二

文
字
が
墨
痕
鮮
や
か
に
掲
げ

ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
論
語

に
あ
る
「
温
故
而
知
新
」
の

一
節
で
「
故(

ふ
る)

き
を
温

(

た
ず)

ね
て
新
し
き
を
知
る
」

と
訓
読
す
る
。
新
し
い
こ
と

を
知
ろ
う
と
す
れ
ば
、
古
い

こ
と
か
ら
勉
強
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
意
で
気
象

情
報
や
経
済
の
予
測
も
み
な

「
温
故
知
新
」
で
あ
る
。
私
も

古
き
一
部
を
た
ず
ね
て
み
る
。 

戦
後
一
桁
生
ま
れ
は
戦
中

派
と
も
い
わ
れ
、
第
一
次
世

界
大
戦
１
９
１
４
～
１
９
１

８
（
大
正
７
年
）
／
シ
ベ
リ

ア
出
兵
１
９
１
８
～
１
９
２

２
（
大
正
11
年
）
／
昭
和
七

年
上
海
事
件
／
同
12
年
支

那
事
変
（
日
中
戦
争
）
／ 

 

重
症
、
７
年
に
は
犬
養
首
相

も
射
殺
、
１１
年
に
は
２
・
２

６
事
件
と
政
府
要
人
が
テ
ロ

に
あ
う
時
代
で
も
あ
っ
た
。

 

そ
ん
な
時
期
私
は
昭
和
９

年
４
月
宇
都
宮
市
の
中
央
尋

常
小
学
校
に
入
学
し
た
。
校

庭
に
二
宮
金
次
郎
の
像
は
記

憶
に
な
い
が
奉
安
殿(

御
真
影

と
教
育
勅
語
が
納
め
ら
れ
て

い
た
お
社
風
の
建
物)

の
存
在

を
不
思
議
に
思
っ
た
。 

つ
づ
く 

東
大
泉
で
狸
発
見 

 

一
月
十
六
日
午
後
三
時
半

過
ぎ
、
東
大
泉
三
丁
目
の
民

家
の
庭
に
、
ネ
コ
ほ
ど
の
大

き
さ
の
狸
を
発
見
し
ま
し
た
。

携
帯
を
向
け
て
も
逃
げ
る
そ

ぶ
り
も
見
せ
ず
に
ポ
ー
ズ
。 

パ
ソ
コ
ン
山
田 

古 
 

 

今 
 

 

抄
（
長
期
利
用
者
様
の
紹
介
） 

① 

七
海
邦
夫 

(

Ｈ
18
年
９
月
14
日
か
ら
通
所
） 

 

①
自
分
と
似
た
様
な
人
が
沢

山
い
る
ん
だ
な
、
と
刺
激
を

受
け
ま
し
た
。 

②
色
々
な
人
が
い
る
け
れ
ど
、

自
分
も
頑
張
ろ
う
と
思
う
。

部
屋
に
一
人
で
い
る
よ
り
も

会
話
す
る
だ
け
で
も
違
う
と

思
う
。
楽
し
い
で
す
。 

あ
お
い
・
歌
壇
・
俳
句
・
短
歌
・
川
柳 

八
十
七
ま
で 

要
な
し
耳
鼻
科 

み
み
そ
う
じ 

一
度
ぐ
ら
い
は 

お
世
話
に
な
る
か 

日
本
に 

産
み
お
と
さ
れ
て 

日
本
で 

と
も
あ
れ
生
き
る 

す
べ
知
る
八
十
七
歳 

は
っ
と
今
朝 

鍋
磨
く
手
が 

止
り
た
り 

心
み
が
か
ぬ 

自
分
に
気
付
き 森

下
千
壽
子 

病
棟
に 

し
あ
わ
せ
を
よ
ぶ 

初
日
の
出 

初
富
士
を 

な
が
め
て
わ
れ
は 

卒
寿
か
な 

相
田
美
代
子 

④ 

柳
生
昭
子 

(

Ｈ
19
年
２
月
20
日
か
ら
通
所) 

       

①
と
に
か
く
身
体
に
い
い
事

色
々
さ
せ
て
く
れ
る
、 

（
運
動
か
ら
精
神
面
ま
で
も
） 

和
や
か
に
過
ご
さ
せ
て
い
る

事
が
一
番
心
に
あ
り
ま
す
。 

②
以
前
は
ち
ょ
っ
と
し
た
事

で
怒
っ
た
り
し
て
い
た
性
格

も
、
葵
さ
ん
の
空
気
で
和
や

か
な
性
格
に
な
れ
た
。
十
年

も
続
け
て
来
て
い
る
事
も
す

ご
い
と
思
う
。 

田
島 

昭
子
（
水
、
土
） 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
公
園
の

花
壇
の
管
理
を
や
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
応
募
し
て
き

た
人
達
と
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、

花
を
購
入
し
、
植
え
て
、
草

取
り
、
水
や
り
を
し
ま
す
。

仲
間
が
増
え
て
楽
し
か
っ
た

で
す
。 

      笠
井 

典
子
（
火
、
木
） 

朝
の
言
葉
か
け
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
一
日
の
気
分

を
左
右
す
る
も
の
だ
と
思
う

の
で
、
笑
顔
で
の
一
言
を
心

掛
け
て
い
ま
す
。
葵
で
楽
し

い
時
間
を
過
ご
せ
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

      廣
田 

涼
子
（
月
） 

カ
ラ
オ
ケ
が
大
好
き
で
す
。

鹿
児
島
出
身
で
す
。
大
河
ド

ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。 

  

② 

吉
野
は
な 

③ 

（Ｈ
18
年
６
月
２
日
か
ら
通
所
） 

       

み
ん
な
和
気
あ
い
あ
い
と

し
て
い
て
、
楽
し
い
の
で
休

ま
ず
来
て
い
ま
す
。
こ
こ
へ

来
る
前
よ
り
楽
し
く
な
っ

て
、
少
し
丈
夫
に
な
り
ま
し

た
。 

  

 

十
一
月
三
日(

明
治
節)

が
毎

年
、
運
動
会
と
決
ま
っ
て
い

ま
し
た
。
楽
し
い
ブ
ル
マ
ー

姿
も
懐
か
し
い
で
す
ね
。
こ

れ
も
裸
足
で
冷
た
か
っ
た
の

を
忘
れ
ま
せ
ん
。
八
年
間
の

小
学
校
生
活
は
一
日
も
欠
席

せ
ず
卒
業
し
ま
し
た
。 

 
 

つ
づ
く 

 

13
年
張
鼓
峰
事
件
／
14
年

ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
／
16
年
太

平
洋 
戦
争
と
続
き
、
当
時
は

天
皇
制
教
育
・
軍
国
教
育
の

も
と
義
務
教
育
・
兵
役
・
納

税
は
国
民
の
三
大
義
務
の
世

の
中
で
あ
り
、
私
た
ち
は
戦

時
中
に
最
も
多
感
な
少
年
期

を
過
ご
し
た
。
こ
ん
な
時
期
、

私
は
昭
和
２
年
12
月
に
生
ま

れ
た
。
出
生
す
ぐ
に
も
ら
い

火
で
火
災
に
あ
い
、
乳
児
の

私
は
母
に
抱
か
れ
て
逃
げ
迷

っ
た
そ
う
で
、
厳
冬
ゆ
え
顔

の
頬
に
は
凍
傷
に
や
ら
れ
た

傷
あ
と
が
残
る
。
勿
論
知
り

え
な
か
っ
た
。
戦
時
中
に
も

空
襲
で
家
は
焼
か
れ
、
二
度

の
全
焼
丸
焼
け
火
災
で
あ
る
。

こ
の
年
は
銀
行
取
り
付
け
騒

ぎ
も
起
こ
り
、
金
融
恐
慌
に

続
き
世
界
恐
慌
の
は
じ
ま
り

で
も
あ
り
、
不
況
に
あ
わ
せ

て
凶
作
。
こ
の
前
後
大
正
10

年
原
首
相
暗
殺
、
昭
和
５
年

浜
口
首
相
テ
ロ
に
狙
撃
さ
れ 

戦
時
下
の
少
国
民 

（
私
史
）
入
江
昭
三 

利
用
者
さ
ん
の 

紹
介
コ
ー
ナ
ー 

  

俳
句 

 
 

「
蒲
公
英
会
」（
敬
称
略
） 

賀
状
書
く 

筆
も
走
り
ぬ 

良
き
友
へ 

相
川 

雷
鳴
や 

も
の
と
も
せ
ず
に 

鄙(

ヒ
ナ)

の
唄 

金
子 

初
春
の 

空
に
希
望(

ノ
ゾ
ミ
）
の 

ゆ
め
託
し 

関 

冬
立
つ
や 

言
葉
の
ほ
し
き 

夜
な
り
け
り 

松
本 

日
本
海 

陸
地
な
り
し
と 

鰯
雲 

図
齋 

寒
さ
増
し 

財
布
の
中
も 

寂
し
く
て 

添
谷 

茶
色
の
葉 

落
ち
て
肋(

ア
バ
ラ)

の 

立
姿 

菅
原 

信
念
に 

今
の
幸
福 

祈
る
な
り 

佐
藤
和 

ま
っ
さ
ら
な 

切
株
一
つ 

涅
槃
西
風 

酒
井 

薄
氷
を 
踏
み
て
急
ぐ
や 

登
校
児 

穂
刈 

星
一
つ 

か
ざ
り
聖
樹
と 

な
り
に
け
り 

岸
野 

激
動
を 

生
き
て
米
寿
や 

日
記
果
つ 

河
角 

み
ん
な
裸
足
で
学
校
の
洗
い

場
は
満
員
で
し
た
。 

夕
方
は
夕
飯
の
支
度
で
す
。

そ
れ
も
十
歳
か
ら
始
め
ま
し

た
。
弟
妹
達
の
お
や
つ
は
味

噌
お
に
ぎ
り
を
作
っ
て
お
き

ま
す
。
畑
へ
出
て
野
菜
を
取

り
、
つ
る
べ
井
戸
で
水
を
汲

ん
で
ご
飯
の
支
度
で
す
。
カ

マ
ド
の
火
が
な
か
な
か
燃
え

な
い
日
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
夕
方
皆
が
集
ま
る
夕

食
は
賑
や
か
で
し
た
。 

 

「
前
編
」 

私
は
、
房
州
の
九
十
九
里

浜
に
近
い
農
家
の
八
人
兄
弟

の
三
番
目
と
し
て
生
ま
れ
育

ち
ま
し
た
。
朝
は
拭
き
掃
除

を
し
て
か
ら
四
十
分
か
け
て

田
圃
道
を
歩
き
、
雨
の
日
は 

食
事
が
終
わ
る
と
、
チ
ャ

ブ
台
を
囲
ん
で
教
え
合
い
な

が
ら
宿
題
に
取
り
組
み
、
明

日
の
準
備
を
し
て
か
ら
重
な

り
あ
っ
て
寝
ま
す
。 

 

学
校
の
行
事
は
、
ま
ず
運

動
会
・
学
芸
会
は
村
中
で
行

い
、
お
に
ぎ
り
持
参
で
賑
や

か
に
夕
暮
れ
ま
で
か
ん
ば
り

ま
し
た
。 

 

        

自 

画 

像 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

昨
年(

平
成
二
十
一
年)

十
二
月
の
誕
生
日
に
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
葵
で
バ
ー
ス

デ
イ
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
さ
や
え
ん
ど
う
の
種
と

小
鉢
を
頂
き
ま
し
た
。 

丁
度
、
寒
い
時
期
で
し

た
の
で
、
今
年
二
月
の
末

頃
に
種
を
二
日
間
水
に
漬

け
て
か
ら
、
鉢
に
埋
め
ま

し
た
。
数
日
後
芽
が
出
た

か
な
と
覗
い
て
み
た
ら
、 

 

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 

 


